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主
な
記
事

２面…建築物防災週間
３面…武蔵国府跡の国史跡追加指定
４面…コミュニティ文化祭

　３月１日（火）から７日（月）に、市民の皆さんに火災予防　３月１日（火）から７日（月）に、市民の皆さんに火災予防
の意識を高めていただき、火災による死傷者や財産の損失の意識を高めていただき、火災による死傷者や財産の損失
を防ぐことを目的に、春の火災予防運動を実施します。を防ぐことを目的に、春の火災予防運動を実施します。
　問合せは、防災課災害対策係（３３５・４０９８）、または　問合せは、防災課災害対策係（３３５・４０９８）、または
府中消防署予防課（３６６・０１１９）へ。府中消防署予防課（３６６・０１１９）へ。

▽対象　市に住民票、または外国
人登録原票がある世帯主
▽期間・会費　加入申込み日から
１年間500円、２年間900円、３年
間1300円
※１つの住宅に２世帯以上が居住
している場合は、１世帯のみの加
入となります。
▽内容
○火災見舞金…50万～200万円
○被災者見舞金…２万～150万円
※次の世帯の方が申込みをする場
合、会費は市が負担します。なお、
②～④は申込み時に対象であるこ

　火災共済は、火災で負傷したときや住宅が被害を受けた場合などに、
民間の火災保険制度に関係なく、見舞金が受けられる制度です。
　ぜひ、ご加入ください。
　問合せは、防災課災害対策係（３３５・４０９８）へ。

　府中市消防団では、春の火災予防運動に合わせて市内全域を消防ポ
ンプ車で巡回し、市民の皆さんに防火と防災を呼び掛けます。
▽日時　３月１日（火）・７日（月）午後７時～10時
▽問合せ　防災課消防係（３３５・４０６８）

とを証明できるものが必要です。
①半径500メートル以内に、69歳以下の
２親等以内の親族が住んでいない
70歳以上のみの世帯
②生活保護受給世帯
③身体障害者手帳１～３級、愛の
手帳１～３度をお持ちの方がいる
世帯
④18歳未満の子どもがいる遺族
基礎年金（母子年金、準母子年金）
受給世帯
▽申込み　市役所１階総合窓口
課、防災課（中央防災セン

ター内）、各文化
セン
ターへ

■
中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
・
府
中
消

防
署
庁
舎
開
放

▽
日
時　

２
月
27
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

▽
会
場　

中
央
防
災
セ
ン
タ
ー

、府
中
消

防
署（
寿
町
１
の
５
）

▽
内
容　

地
震
体
験
車
、地
震
座

布
団
体
験
、煙
体
験
、防
火
衣
着
装

体
験
、放
水
体
験
、は
し
ご
車
乗
車

体
験（
定
員
制
）

※
小
学
３
年
生
以
下
の
方
は
、保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

■
火
災
予
防
コ
ン
サ
ー
ト
in
府
中

▽
日
時　

３
月
６
日（
日
）午
前
10

時
半
〜
午
後
４
時
半

▽
場
所 

フ
ォ
ー
リ
ス

▽
費
用 

無
料

▽
出
演 

コ
ス
モ
ス
ベ
ア
ー
ズ
・

東
芝
府
中
吹
奏
楽
団
・
Ｎ
Ｅ
Ｃ
府

中
吹
奏
楽
団

※
け
や
き
並
木
通
り
で
、地
震
体
験

車
、消
防
車
両
の
展
示
、救
助
演
習

な
ど
を
実
施
し
ま
す（
荒
天
中
止
）。

◇　
　

◇　
　

◇

▽
問
合
せ　

府
中
消
防
署
予
防
課

（
３
６
６
・
０
１
１
９
）

▽
日
時　

３
月
６
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午

▽
会
場　

白
糸
台
・
西
府
・
片
町
文

化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
民

▽
内
容
・
費
用

○
薬
剤
詰
め
替
え
…
３
０
０
０
〜

５
５
０
０
円

○
販
売
あ
っ
せ
ん
…
１
・
５
キ
ロ

グ
ラ

ム　

６
５
０
０
円
、３
・
０
キ
ロ
グ
ラ

ム　

８

５
０
０
円（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を

含
む
）

※
製
造
か
ら
８
年
を
経
過
し
た
消

火
器
の
詰
め
替
え
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
点
検
の
結
果
、使
用
で
き
な
い

消
火
器
は
１
本
１
０
０
０
円
で
処

分
し
ま
す
。

ご加入ください火災共済ご加入ください火災共済

＊地域の防火安全対策の推進＊＊地域の防火安全対策の推進＊
○火災の早期発見、通報、初期消火の重要性周知○火災の早期発見、通報、初期消火の重要性周知
○設置が義務となっている住宅用火災警報器の設置促進○設置が義務となっている住宅用火災警報器の設置促進
＊東京消防庁救急相談センター「♯７１１９」の周知促進＊＊東京消防庁救急相談センター「♯７１１９」の周知促進＊
＊４月１日（金）に開始する「違反対象物の公表制度」の周知＊＊４月１日（金）に開始する「違反対象物の公表制度」の周知＊

春の火災予防運動
３月１日（火）から７日（月）３月１日（火）から７日（月）

火
災
予
防
運
動

火
災
予
防
運
動

期
間
中
の
主
な
催
し

期
間
中
の
主
な
催
し

家
庭
用
消
火
器
の
無
料
点

家
庭
用
消
火
器
の
無
料
点

検
・
薬
剤
の
詰
め
替
え
・
販

検
・
薬
剤
の
詰
め
替
え
・
販

売
あ
っ
せ
ん

売
あ
っ
せ
ん

府中市消防団火災予防運動

春の火災予防運動

火災予防運動の推進項目火災予防運動の推進項目
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３
月
１
日（
火
）か
ら
７
日（
月
）

建
築
物
防
災
週
間

募
集
し
ま
す

平
成
23
年
度

市
の
嘱
託
員

お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の

前
納
・
早
割
制
度

募
集
し
ま
す

平
成
23
年
度

市
の
奨
学
生

■
学
校
用
務
員

▽
募
集
要
項　

３
月
４
日（
金
）ま

で
、市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
、市

政
情
報
セ
ン
タ
ー
で
配
布

▽
申
込
み 

３
月
４
日（
金
）ま
で

に
、履
歴
書
、必
要
書
類
、小
論
文

「
学
校
用
務
員
の
役
割
に
つ
い
て
」

（
８
０
０
字
程
度
）を
持
っ
て
、総

務
課
へ

▽
問
合
せ 

総
務
課
総
務
係（
３

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

１
年
・
半
年
分
ま
と
め
て
納
付
す

る
と
割
引
に
な
る
前
納
制
度
と
、

口
座
振
替
の
引
き
落
と
し
月
を
納

期
限
の
前
月
に
設
定
す
る
と
割
引

に
な
る
早
割
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、高
校
、高
等
専
門
学

校
、専
修
学
校
、短
期
大
学
、大
学

な
ど
へ
の
進
学
希
望
者
や
在
学
生

を
対
象
に
、左
の
表
の
と
お
り
奨

学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み 

３
月
15
日（
火
）か
ら

24
日（
木
）に
、決
め
ら
れ
た
用
紙

（
市
役
所
８
階
総
務
課
に
用
意
）と

必
要
書
類
を
総
務
課
へ（
土
・
日
曜

日
、祝
日
を
除
く
）／
郵
送
不
可
／

選
考

※
荒
奨
学
資
金
貸
付
金（
海
外
留

学
・
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）に
つ
い

て
は
、後
日「
広
報
ふ
ち
ゅ
う
」で

　

建
築
物
の
適
正
な
維
持
保
全
や
耐
震
性
の
確
認
を
行
う
こ
と
で
、思

わ
ぬ
事
故
の
防
止
や
災
害
時
の
被
害
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。ま
た
、建
築
物

を
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
生
活
で
き
る
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、日
頃
か
ら
注

意
・
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
は
、建
築
指
導
課
構
造
設
備
係（
３
３
５
・
４
４
７
６
）へ
。

■
建
築
物
の
点
検
項
目

○
廊
下
、階
段
、バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど

避
難
通
路
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

○
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
下
や
防
火

戸
の
周
り
に
物
を
置
い
て
い
な
い

か

○
非
常
照
明
、

排
煙
・
換
気
設

備
は
適
切
に
作

動
す
る
か

○
外
装
タ
イ
ル

や
モ
ル
タ
ル
が

は
く
離
し
て
い

な
い
か

○
バ
ル
コ
ニ
ー

や
窓
な
ど
か
ら

物
が
落
ち
て
危

険
な
こ
と
は
な

い
か

○
広
告
板
、ブ

ロ
ッ
ク
塀
、石

垣
、擁
壁（
土
留

め
）な
ど
は
安

全
か

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
な
ど
は
適
切
に
維
持
保
全
さ

れ
て
い
る
か

○
建
築
物
の
耐
震
性
は
確
保
さ
れ

て
い
る
か

■
定
期
調
査
報
告
・
検
査
報
告

　

病
院
、マ
ン
シ
ョ
ン
、店
舗
な
ど

多
く
の
人
が
利
用
す
る
建
築
物
の

う
ち
、市
が
指
定
し
た
建
築
物
、設

備
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
は
、定
期

的
に
専
門
家
の
調
査
・
検
査
を
受

け
、そ
の
結
果
を
市
に
報
告
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
木
造
建
築
物
の
耐
震
自
己
点
検

　

木
造
住
宅
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家

の
耐
震
診
断
」を
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
・
建
替
え
・

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
等
の
補
助
金

　

市
内
の
木
造
住
宅
の
所
有
者
が

行
う
耐
震
診
断
調
査
と
、こ
の
調

査
に
基
づ
く
耐
震
改
修
・
建
替
え
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
設
置
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
耐
震
診
断
調
査

▽
対
象 

市
内
に
事
務
所
が
あ

り
、原
則
と
し
て
、東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
に
所
属
す
る
建
築
士

が
行
う
耐
震
診
断
調
査

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
府
中

多
摩
川
通
り
住
宅　

十
五
万
円
▽

髙
橋　

勇　

一
万
円
▽
新
町
地
域

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会　

一
万
円

▽
多
摩
川
リ
ー
ダ
ー
親
交
会　

三

万
円
▽
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

設
置

募
金
箱　

二
万
一
一
五
八
円
▽
府

中
市
歯
科
医
師
会　

八
万
六
一
〇

〇
円
▽
鈴
木
政
博　

一
万
七
五
八

三
円
▽
ニ
コ
ニ
コ
堂
鍼
灸
院
患
者

一
同　

一
万
四
〇
〇
一
円
▽
美

寿
々
会　

一
万
円
▽
本
多
孝
安　

一
万
円
▽
宮
町
薬
師
祭
實
行
委
員

会　

二
万
円
▽
匿
名
１
件　

二
万

円
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

※
東
京
都
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事

務
所
に
登
録
し
て
い
る
建
築
士
が

行
う
場
合
な
ど
は
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
耐
震
改
修

▽
対
象 

耐
震
診
断
調
査
で
改
修

の
必
要
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
住

宅
の
所
有
者
で
、市
内
に
事
業
所

が
あ
り
、建
築
工
事
業
の
許
可
を

持
つ
建
設
業
者
が
行
う
耐
震
改
修

■
耐
震
建
替
え

▽
対
象 

耐
震
診
断
調
査
で
上
部

構
造
評
点
が
０
・
３
以
下
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
の
所
有
者
で
、建
築

工
事
業
の
許
可
を
持
つ
建
設
業
者

が
行
う
建
替
え
工
事

■
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
設
置

▽
対
象 

耐
震
診
断
調
査
で
、上

部
構
造
評
点
が
１
・
０
未
満
と
な

り
、改
修
の
必
要
が
あ
る
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
の
所
有
者
で
、次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、市
内
に
事

業
所
が
あ
り
、建
築
工
事
業
の
許

可
を
持
つ
建
設
業
者
が
行
う
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
設
置
工
事

○
65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ

れ
た
世
帯

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、愛

の
手
帳
１
・
２
度
、精
神
障
害
者
保

険
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

が
い
る
世
帯

◇　
　

◇　
　

◇

▽
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

３
５
・
４
４
２
４
）

■
生
活
保
護
面
接
相
談
員

▽
対
象 

社
会
福
祉
士
の
資
格
を

も
つ
方
、ま
た
は
社
会
福
祉
相
談

業
務
の
従
事
経
験
の
あ
る
方

▽
募
集
要
項　

２
月
22
日（
火
）か

ら
３
月
２
日（
水
）に
、市
役
所
６

階
生
活
援
護
課
で
配
布

▽
申
込
み 

３
月
８
日（
火
）ま
で

（
必
着
）に
、履
歴
書
、必
要
書
類
、

資
格
証
の
写
し
を
〒
183
│
8703
福
祉

保
健
部
生
活
援
護
課
へ
／
持
参
可

▽
問
合
せ 

生
活
援
護
課
管
理
担

当（
３
３
５
・
４
０
３
９
）

◇　
　

◇　
　

◇

▽
募
集
人
員　

若
干
名（
選
考
）

※
要
項
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、保
険
年
金
課
年
金

係（
３
３
５
・
４
０
６
６
）、ま
た
は

府
中
年
金
事
務
所（
３
６
１
・
１
０

１
１
）へ
。

■
前
納
制
度

▽
１
年
分
ま
と
め
て
納
付

○
口
座
振
替
…
３
７
８
０
円
割
引

○
納
付
書
…
３
２
０
０
円
割
引

▽
半
年
分
ま
と
め
て
納
付

○
口
座
振
替
…
半
年
当
た
り
１
０

２
０
円
割
引

○
納
付
書
…
半
年
当
た
り
７
３
０

円
割
引

■
早
割
制
度

　

月
々
の
保
険
料
が
50
円
割
引

31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
市
内
の

木
造
住
宅
で
、現
に
所
有
者
が
居

住
し
て
い
る
一
戸
建
て
の
住
宅

※
助
成
金
額
は
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

被
災
建
築
物
応
急

危
険
度
判
定
制
度

　

震
災
時
に
、人
命
に
関
わ
る
二

次
的
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、被

災
し
た
建
築
物
を
応
急
危
険
度
判

定
員
が
調
査
し
、余
震
な
ど
に
よ

る
倒
壊
の
危
険
性
や
外
壁
・
窓
ガ

ラ
ス
の
落
下
、付
属
設
備
の
転
倒

の
危
険
性
な
ど
の
判
定
を
行
い
ま

す
。市

と
の
関
連
を
装
っ
た
耐
震

診
断
・
改
修
業
者
に
ご
注
意
を

　

電
話
や
自
宅
に
訪
問
し
、市
役

所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
な
ど
と
偽

り
、市
や
国
・
都
と
関
連
が
あ
る
よ

う
な
ま
ぎ
ら
わ
し
い
営
業
活
動
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ 

総
務
課
学
校
管
理
係

（
３
３
５
・
４
４
２
８
）

耐
震
診
断
な
ど
の
勧
誘
を
行
う
業

者
が
い
ま
す
。市
な
ど
と
は
一
切

関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◆市の奨学金制度◆

種　類 対象（全てに該当する方） 対象となる学校など 奨学金
（月額） 償還方法など

給付奨学金

○保護者が市内に６か月以
上住んでいる方
（交通遺児の方は、保護者の
居住期間を問いません）
○保護者の所得が制限額以
下の方
○人物及び学力が良好な方

全日制高校、高等専
門学校、または専修
学校（高等課程）

10,500円
償還する必要はあ
りません／入学時
に準備金8,000円
を別途給付定時制高校、または

特別支援学校の高
等部

7,500円

貸付奨学金

○保護者が市内に６か月以
上住んでいる方
○保護者の所得が制限額以
下の方
○健康状態、人物及び学力
が良好な方
○連帯保証人１人の保証が
得られる方
○市の給付奨学金を受けて
いない方

高校、高等専門学
校、特別支援学校の
高等部、または専修
学校（高等課程）

国・公立
11,000円

卒業後６か月を据
え置いてから月
賦、半年賦、年賦の
いずれかで貸付額
により最高10年以
内に返済／無利子

私立
17,000円

短期大学、または専
修学校（専門課程） 21,000円

大学 30,000円

荒奨学資金
貸付金
（交通遺児
等奨学金）

○交通遺児の方、または保
護者が、交通事故により、後
遺障害１～４級の被害を受
けた方
○保護者が市内に住んでい
る方
○健康状態、人物及び学力
が良好な方
○連帯保証人１人の保証が
得られる方

高校、高等専門学
校、特別支援学校の
高等部、または専修
学校（高等課程）

国・公立
12,000円

卒業後、６か月を
据え置いてから、
月賦で貸付額によ
り最高10年以内に
返済／無利子

私立
29,000円

短期大学、専修学校
（専門課程）、または
大学

国・公立
37,000円

私立
50,000円

※連帯保証人は、申込み時には必要ありません。

保
さ
れ
て
い
る
か

か

▲この機会に点検を
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○各事業の申込み（先着順）で、時間の指定のないものは、
午前８時半から受け付けます。

シルバーピア（高齢者集合
住宅）地元割当入居者募集

■単身者向け
▽対象 次の全てに該当する方
○申込者が65歳以上であること
○市内に引き続き３年以上住み、市に
住民票、または外国人登録原票がある
こと
○原則として親族と同居していないこ
と
○申込者の総所得金額が256万8000円
以下であること
○住宅に困っていること
○申込者が暴力団員でないこと
▽募集戸数　１戸（１ＤＫ）
■二人世帯向け
▽対象 次の全てに該当する方
○申込者が65歳以上であること
○市内に引き続き３年以上住み、市に
住民票、または外国人登録原票がある
こと
○現に同居、または同居しようとする
65歳以上の親族がいること（配偶者は
おおむね60歳以上）
○世帯の総所得金額が294万8000円以
下であること
○住宅に困っていること
○申込者・同居親族が暴力団員でない
こと
▽募集戸数　１戸（２ＤＫ）

◇　　　◇　　　◇
▽所在地 栄町２の１
▽申込書 ２月28日（月）まで、市役所
１階東玄関（27日を除く午後５時まで、
26日は正午まで）、白糸台・西府文化セン

ター

（土・日曜日を除く午後５時まで）、市政
情報セン

ター（午後７時半まで）で配布
※市役所以外の配布場所は、申込書が
なくなり次第、配布を終了します。
※詳しくは、申込みのしおりをご覧く
ださい。
▽申込み ３月２日（水）まで（必着）
に、〒183－8703福祉保健部高齢者支援
課へ／持参可
▽問合せ 高齢者支援課在宅支援係
（３３５・４５０３）

大規模開発事業の
土地利用構想の縦覧

▽期間 ２月24日（木）から３月17日
（木）（土・日曜日を除く）
▽場所 市役所７階計画課
▽内容
○開発事業者　国土交通省関東地方整
備局
○所在地 朝日町３の16の８外

○面積 16,753.13平方メー
トル

○土地利用目的　警視庁第七機動隊
庁舎ほか
※住みよいまちづくりの推進を図る
見地から意見のある方は、３月24日
（木）まで（郵送の場合は〒183－8703
都市整備部計画課に必着）、意見書を
提出できます。
▽問合せ 計画課地域まちづくり担
当（３３５・４４３１）

３月の子育てひろば
ポップコーン

▽開催日・会場・対象年齢　下の表の
とおり
▽時間 午前10時～11時半／ポップ
コーン・パパは午前10時～正午／園
庭開放は午前９時半～11時（南保育
所は午前10時～11時半）
▽費用 無料
▽問合せ 保育課管理係（３３５・４
１７２）

文化センター
３月の休館日

○西府・新町・是政文化セン
ター　７日（月）

▽問合せ 市民活動支援課地域コ
ミュニティ係（３３５・４１３７）

体育館
３月の休館日

○郷土の森総合体育館　７日（月）・
18日（金）・28日（月）
○白糸台・本宿体育館　10日（木）・11
日（金）・29日（火）
○押立・栄町・四谷体育館　14日
（月）・15日（火）・30日（水）
▽問合せ 郷土の森総合体育館（３
６３・８１１１）、各地域体育館は生
涯学習スポーツ課施設係（３３５・４
４８８）

納期限のお知らせ

▽種別 固定資産税・都市計画税第
４期分、国民健康保険税第６期分、介
護保険料第６期分、後期高齢者医療
保険料第６期分
▽納期限及び口座振替日　２月28

日（月）
※口座振替をご利用の方は、預金残
高をご確認ください。
▽問合せ 納税課管理係（３３５・４
４４８）、高齢者支援課介護保険係
（３３５・４０２１）、保険年金課後期
高齢者医療係（３３５・４０３３）

ご利用ください
臨時納税窓口

▽日時 ２月27日（日）午前９時～午
後５時
▽場所 市政情報セン

ター

▽内容 市税、国民健康保険税、介護
保険料、保育料の納付
▽問合せ 納税課管理係（３３５・４
４４８）、高齢者支援課介護保険係
（３３５・４０２１）、保育課管理係
（３３５・４１７２）、当日は市政情報
セン
ター（３３６・１８１８）

レクリエーションの
つどい

▽日時 ３月５日（土）午前10時～午
後２時45分
▽会場 四谷体育館
▽対象 四谷体育館周辺にお住まい
の方
▽費用 無料
▽内容 トランポリン、カローリン
グ、ダブルダッチほか
▽申込み 当日直接会場へ
▽問合せ 四谷体育館（３６８・７４
５５）

ニュースポーツの
つどい

▽日時 ３月13日（日）午前10時～午
後３時
▽会場 栄町体育館ほか
▽対象 栄町体育館周辺にお住まい
の方
▽費用 無料

▽内容 トランポリン、ソフトバレー
ボール、カローリング、テニスほか
▽申込み 当日直接会場へ
▽問合せ 栄町体育館（３６７・０６１
１）

レモン湯へどうぞ

▽日時　２月27日（日）午後４時～11時
▽場所 藤の湯（朝日町２の28／３６
１・４４２２）、松の湯（新町３の６／３
６５・０２０４）、桜湯（宮町１の23／３
６１・２１７３）、旭湯（宮西町３の６／
３６１・９３６２）、曙湯（晴見町１の11
／３６１・５０６８）、美好湯（美好町１
の37／３６１・２９４０）
▽対象 65歳以上、または小学生以下
の市民
▽費用 無料
▽協力 府中市浴場組合
▽申込み 当日直接各公衆浴場へ
※混雑時は、入場制限を行います。
※住所、年齢が確認できるもの（保険
証、運転免許証など）を持参してくださ
い。
※各浴場先着100人に乳酸菌飲料を差
しあげます。
▽問合せ 高齢者支援課事業係（３３
５・４０１１）

■土地利用調整審査会
　２月25日（金）午後２時　教育セン

ター／傍
聴希望の方は当日直接会場へ／問合せ
は計画課地域まちづくり担当（３３５・
４４３１）へ
■景観審議会
　２月28日（月）午前10時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは計画課土地利用担
当（３３５・４４１２）へ

子 育 て ひ ろ ば
ポ ッ プ コ ー ン ０歳 １歳 ２・３歳

新 町 文 化 セン
ター 28日（月） － 14日（月）

郷土の森総合体育館 １日・22日
（火） ８日（火） 15日（火）

是 政 文 化 セン
ター ２日（水） 16日（水） 23日（水）

四 谷 文 化 セン
ター 10日（木） 17日（木） ３日（木）

ポップコーン・パパ ０～３歳

南・東・西・中央保育所 20日（日）

園 庭 開 放 ０～３歳

東・朝日・小柳保育所 １日・８日・15日（火）

南・住吉・四谷・本町保育所 ２日・９日・16日（水）

北・中央・八幡・三本木保育所 ３日・10日・17日（木）

西・北山・西府保育所 ４日・11日・18日（金）

　本町１丁目の武蔵国府跡御殿地
地区（仮称）の国史跡追加指定が、
２月７日の「官報」告示により決定
しました。
　武蔵国府跡は、国府域の具体的
な様相が国内で最も明らかになっ
ていることから、平成21年７月23
日に国史跡の指定を受け
ています。今回、国

こく

衙
が

中枢
地区と密接に関連する初
期の国

こく

司
しの

館
た ち

と考えられる
建物群が発掘され、武蔵
国府成立期の状況や古代
地方行政組織のあり方を
解明する上で重要な遺構
と位置付けられることか
ら、武蔵国府跡御殿地地
区（仮称）、7812.76平方メー

トルが追加指定されました。
　今後、保存管理計画を策定し、市民
と協働で、国史跡にふさわしい保存・
整備・活用を図っていきます。
　問合せは、文化振興課文化財係（３
３５・４４７３）へ。

▲国史跡武蔵国府跡

武蔵国府跡の国史跡追加指定武蔵国府跡の国史跡追加指定
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　３５４・８７００

■リフレッシュ保育５月分利用受付
　対象は１歳～就学前の幼児の保護者
で利用登録をしている方／１時間ごと
に先着８人／費用（１時間）市民１人目
800円・２人目400円・３人目以降200円、
市内に２親等以内の親族がいる市外の
方１人目1000円・２人目500円・３人目
以降300円／内容は午前10時～午後５
時で継続して４時間を限度に月８日ま
での一時預かり／申込みは３月１日
（火）から利用日の２日前までに、決め
られた用紙（当セン

ター総合受付に用意）で当
セン
ター総合受付へ／２日（水）以降は電話で
の予約可

◇　　　◇　　　◇
子ども家庭支援セン

ター「たっち」３月の休館日
　14日（月）

　３３５・４４０１

■講演会「女優が語る～おたすけ生活
アイディア！」
　３月12日（土）午後２時～４時　府中

駅北第２庁舎３階会議室／対象は市
民、市内在勤・在学の方／定員70人／
無料／講師は白石奈緒美氏（女優）／
申込みは３月４日（金）まで（必着）に、
はがきに参加希望者全員の住所、氏
名（ふりがな）、電話番号を記入して、
当サロン「講演会」係へ／定員を超え
た場合のみ参加の可否を連絡

　３３０・２０１０

■ちょこっとお試し！介護予防教室
体験講座
　３月３日（木）午後１時半～３時／
対象は介護保険の認定を受けていな
い65歳以上の市民／先着10人／無料
／内容はセラバンドやストレッチな
どの紹介／申込みは電話で当セン

ターへ
■介護予防講座「みんなの筋トレ」
　３月７日（月）午前10時～11時／
対象は65歳以上の市民／先着20人
／無料／内容は自宅でできる筋力ト
レーニング／申込みは電話で当セン

ターへ
■「旅行」を通して脳を鍛えよう！
　３月８日（火）午後１時半～３時／
対象は介護保険の認定を受けていな
い65歳以上の市民／先着30人／無料
／内容はクイズ形式による脳力ト

レーニングの実践、認知症予防教室
「遊友クラブ」の紹介／申込みは電話
で当セン

ターへ

　・シルバー人材セン
ター　  ３６６・２３２２

■シルバー人材セン
ター学習教室

　４月から平成24年３月／会場・対
象・教科・曜日・時間は下の表のとお
り／各先着10人／費用小学生…月額
２教科6000円（教科別受講不可）、中

学生…月額１教科3500円／申込み・問
合せは同セン

ターへ

府中市美術館３月の休館日
　７日（月）から18日（金）・22日（火）・28
日（月）／８日（火）から13日（日）・15日
（火）から18日（金）は１階のみ開館（美
術図書室を除く）／問合せは当館（336・
3371）へ

スクエア21・女性セン
ター３月の休館日

　６日（日）・22日（火）／問合せは当セン
ター

（351・4600）へ
◆シルバー人材センター学習教室◆

会　場 対　象 教　科 曜　日 時　間

ふれあい会館

新小学４年生
国語・算数

水・金曜日
午後５時半～７時新小学５年生 火・木曜日

新小学６年生 火・金曜日

新中学１年生 英語 木曜日

午後７時10分～８時40分数学 水曜日

新中学２年生 英語 火曜日
数学 金曜日

白糸台文化セン
ター

新小学４年生
国語・算数

水・金曜日
午後５時半～７時新小学５年生 火・木曜日新小学６年生

新中学１年生 英語 水曜日

午後７時10分～８時40分数学 木曜日

新中学２年生 英語 金曜日
数学 火曜日

　各文化センターで文化活動をして
いる自主グループの皆さんが、創作
した作品や芸能など、日頃の活動成
果を発表します。
■展示部門
▽日時 ３月５日（土）・６日（日）午
前10時～午後５時（６日は午後４時
まで）
▽内容 書道、絵画、陶芸、手編みほ
か

▲手作りの魅力を伝えます

▲ぜひ、ご覧ください
■発表部門
▽日時 ３月６日（日）午前10時～
午後６時
▽内容 太極拳、舞踊、カラオケ、
ダンスほか

◇　　　◇　　　◇
▽会場 府中の森芸術劇場
▽問合せ 府中市コミュニティ文
化祭実行委員会事務局（３６８・７
００１＝片町文化セン

ター内）

コミュニティ文化祭コミュニティ文化祭コミュニティ文化祭

■初級ハングル講座　３月９日・16
日・30日、４月６日（水）午後６時半～
８時半（全４回）　ルミエール府中／
先着30人／費用5200円（教材費ほか）
／内容は読み書きと簡単な会話／申
込み・問合せはチマ・チョゴリ友の
会・松野宛（090・3085・7557）へ
■妊産婦講座　３月12日（土）午前10
時～正午　わらしこ保育園（若松町
４の27）／対象は妊産婦の市民（配
偶者同伴可）／先着30人／無料／内
容は子どもの育ちや発達の過程、子
育てのヒントを学ぶ／講師は大伴美
砂子氏（同園園長）／主催は同園／申
込み・問合せは同園（369・2622）へ
■市民の暮らし無料相談会　２月26
日（土）・27日（日）、３月26日（土）・27
日（日）午前９時～午後４時半（２月
26日は正午まで）　府中グリーンプ
ラザ／各日先着15人／内容は行政書
士による市民税申告、相続分割協議

書・遺言書作成、外国人留学生入管手
続きの相談ほか／主催は広域市民の
暮らし支援機構／申込みは電話で、
またはＦＡＸに希望日時、相談内容
の概要を記入して、同機構事務局へ
／問合せも同事務局・底宛（042・572・
8553＝ＦＡＸ同番）へ
■知的障害者援護施設そよかぜ音楽
祭　３月17日（木）午後１時半～３時
　調布市グリーンホール（調布市小
島町）／無料／内容は音種による参
加型演奏／問合せは同施設（042・48
1・7663）へ
■乗馬スポーツ少年団　平成24年３
月までの土・日曜日、祝日、春・夏・冬
休みの午前８時15分～正午　東京競
馬場／対象は小学５年～高校生で、
３月30日（水）から４月１日（金）の講
習に全回参加できる方／定員12人
（抽せん）／費用高校生3200円、小・中
学生1200円（保険代）／申込みは３月
６日（日）まで（必着）に、往復はがき
に年齢、学年を記入して、同競馬場乗
馬セン

ター「乗馬スポーツ少年団」係（〒18

3－0024日吉町１の１）へ／問合せも
同セン
ター（363・3141）へ
■「ハレルヤ」をゴスペルコーラスで
歌いましょう　２月23日、３月23日
（水）午後２時～３時　生涯学習セン

ター／
無料／講師は藤井和美氏（小学校音
楽講師）／主催はウィスタリアーズ
／申込み・問合せは大門宛（080・32
03・9750）へ
■中国家庭料理の講習会　２月25日
（金）、３月１日（火）・２日（水）午前10
時～正午　片町文化セン

ター／各日先着10
人／費用1000円（材料費）／講師は
陳　暁波氏（調理師）／主催は中国家
庭料理の会／申込み・問合せは陳宛
（090・9240・5243）へ
■府中市サッカーリーグ参加チーム
募集　４～12月の毎週日曜日、祝日
　郷土の森サッカー場ほか／対象は
市民、市内在勤・在学の方で構成した
35人以内のチーム／種別は①一般
（高校生以上で、代表者が20歳以上）、
②壮年（40歳以上）、③壮年（48歳以
上）／費用１チーム①25000円、②

30000円、③10000円（府中市サッカー
連盟登録料含む）／主催は同連盟／
申込みは３月４日（金）までに、電話
で、またはＦＡＸに代表者の住所、氏
名、年齢、電話番号を記入して、二瓶
宅へ／問合せも同宅（050・3488・45
26＝ＦＡＸ同番）へ
■平成23年度ソフトボール連盟登
録チーム募集　対象は市民、市内在
勤・在学の方で構成したチーム／登
録料年額20000円（大会参加料含む）
／申込みは３月８日（火）までに、決
められた用紙（市役所８階生涯学習
スポーツ課に用意）で同課へ／問合
せは髙橋宅（302・6232）へ

■国民年金保険料１月分の納期限及
び口座振替日　２月28日（月）／納付
場所は郵便局、金融機関、コンビニエ
ンスストア／問合せは府中年金事務
所（361・1011）へ

※「ひろば」欄で、はがきなどの申込みは、住所・氏名・電話番号を記入してください。

　八ヶ岳府中山荘は、自炊設備やバーベキュー施設（６～９月）があり、屋
外ではキャンプファイアー（１日１組）が楽しめます。また、施設内に食堂
があり、食事（要予約）もご用意できます。なお、市立小学校のセカンドス
クールなどの学校教育活動で利用する施設のため、寝具の上げ下げなど
はセルフサービスとなっています。
　ぜひ、ご家族やグループなどでご利用ください。
　問合せは、総務課施設係（３３５・４４２９）へ。

▽宿泊料金　中学生以上800円、
３歳～小学生400円（１泊／１室
を２人以上で使用の場合）
※市外の方は別料金です。
▽申込み 利用希望日の３か月前
（30人以上の市民の団体は６か月
前、市外の方は１か月前）の１日か
ら前日に、市役所１階総合窓口課、
各文化セン

ター、ルミエール府中、府中グ
リーンプラザへ
■臨時休館日
　５月９日（月）から13日（金）、９
月１日（木）・２日（金）、11月７日

（月）から９日（水）、平成24年１月
10日（火）・11日（水）は、セカンドス
クール準備や施設設備点検のため臨
時休館します。

ご家族やグループでご利用を

八ヶ岳府中山荘八ヶ岳府中山荘

▲八ヶ岳府中山荘
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○各事業の申込み（先着順）で、時間の記載のないものは、午前９時から受け付けます

　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープンカレッジ」／Ｆ
　講座名・日時・会場は下の表のとおり
／対象は平成７年４月１日以前生まれ
の市民、市内在勤・在学の方／各先着30
人／無料／当日直接会場へ／問合せは
学習事業係へ

◇　　　◇　　　◇
生涯学習センター３月の休館日

　７日（月）・16日（水）・17日（木）／宿泊
施設は６日（日）・15日（火）も利用不可
／問合せは施設係（336・5700）へ

　３６８・７９２１
入場料　２００円（中学生以下１００円）

■森のお話会～紙芝居
　２月26日（土）午後２時45分　旧郵便
取扱所脇／対象は５歳以上の方／内容
は「ゆきむすめ」「ふうちゃんのそり」ほ
か／語りは十べえお話の会
■ゴムスタンプを彫ろう
　３月６日（日）午後１時～３時　ふる
さと体験館／先着10人／費用200円／
小学４年生以下は保護者同伴／申込み
は電話で当館へ

◇　　　◇　　　◇
郷土の森博物館３月の休館日

　14日（月）・22日（火）・23日（水）・28日
（月）／15日（火）から18日（金）はプラネ
タリウムの投影のみ休み

　３３５・６２１１

■トロカデロ・デ・モンテカルロバレ
エ団～芸術か！冗談か！男性だけの
バレエ団
　７月18日（祝）午後４時　どりー
むホール／入場料Ｓ席8000円、Ａ席
7000円、Ｂ席6000円（全席指定）／内
容は名場面集／チケット発売開始は
２月24日（木）／未就学児の入場不可

◇　　　◇　　　◇
府中の森芸術劇場３月の休館日
　２日（水）・７日（月）・23日（水）

・中央図書館　３６２・８６４７
・市民会館　３６１・４１１１

■科学あそび「おっと音の実験だ～
エコーマイクをつくろう」
　３月19日（土）午後２時～４時　第
１会議室／対象は小学生／先着50人
／無料／講師は坂口美佳子氏（科学
読物研究会会員）／鉛筆、1.5、または
２リッ
トルのペットボトル２本持参／申込
みは２月23日（水）からの午前９時～
午後７時に、電話で、または直接中央
図書館へ／問合せも同館へ
■フロアコンサート「新たのしい

コーラスファーストコンサート」
　３月５日（土）午後２時　コンベン
ションホール／無料／曲目は女声合
唱組曲「水のいのち」よりほか／出演
は矢ヶ部直子（指揮）、坂本知加子（ピ
アノ）、同会／問合せは市民会館へ
■武蔵の国～府中けやきカップ「女
流棋士の真剣勝負」
　３月21日（祝）午前10時半　コンベ
ンションホール／無料（一般指導対
局は3000円、女性・学生1500円）／内
容は女流棋士による公開対局と大盤
解説、こども指導対局（対象は小学
生、先着15人）、一般指導対局、こども
将棋入門・自由対局コーナーほか／
出演は蛸島彰子（女流五段）、中倉宏
美（女流二段）、中倉彰子（女流初段）
ほか／主催は日本女子プロ将棋協会
／当日直接会場へ、こども指導対局
は３月２日（水）午前10時から電話で
市民会館へ／問合せは市民会館へ

◇　　　◇　　　◇
ルミエール府中３月の休館日

　１日・22日（火）・23日（水）

　３６０・３３１１

■カルチャー講座受講生作品展
　日程・内容は下の表のとおり　分
館ギャラリー／無料

■カルチャー講座受講生募集／Ｆ
　４月から平成24年３月の月２回、日
常英会話・はじめての韓国語は月４回
／講座名・曜日・時間・定員・講師は下の
表のとおり／費用14400円、日常英会
話・はじめての韓国語は28800円（６か
月分）／各講座とも教材費などが別に
必要／申込みは３月７日（月）まで（必
着）に、はがきに希望講座名、住所、氏名
（ふりがな）、電話番号を記入して、当館
へ／持参・電話・ＦＡＸ（333・0601）可
（７日は午後６時まで）／結果は３月11
日（金）に通知
■こども手芸教室～入門編
　４月から平成24年３月の毎月第２土
曜日、または日曜日　午後２時～４時
／対象は新小学３年～中学生で、市民、
市内在学の方／定員各15人／費用2800
円／申込みは３月17日（木）まで（必着）
に、往復はがきに希望曜日、住所、氏名、
年齢、新学年、電話番号、返信用宛名を
記入して、当館「こども手芸教室」係へ
／申込み多数の場合は初めての方を優
先して抽せん

芸術文化活動奨励援助
事業の募集

　市内で年間を通じて芸術文化・コ
ミュニティ活動を行っている団体に、
定期事業や記念事業などに伴う施設使
用料の一部を援助します／期間は４月
１日（金）から平成24年３月31日（土）／
対象は10人以上の団体で、８割以上が
市民、市内在勤・在学の方で構成され、
当館、または市民会館を利用する団体
（営利目的の団体を除く）／申込みは３
月１日（火）から14日（月）に、決められ
た用紙（当館に用意）と必要書類を当館
へ／審査あり／援助は予算の範囲内

◇　　　◇　　　◇
府中グリーンプラザ３月の休館日
　２日（水）・３日（木）／４日（金）は分
館のみ開館

講座名 日時 会場 全回数

「新版・府中
市の歴史」
で学ぶ府中
の歴史

３月８日・15
日・22日（火）午
前９時50分～
11時50分

語学室 3

多摩発・遠
隔生涯学習
講座

３月11日・18
日・25日（金）午
前10時～11時

パソコン
学習室 3

日　程 内　容

２月26日（土）
から３月１日（火）

かな書道、はじめての
水彩画、水彩画、ヨー
ロッパ刺しゅう

３月５日（土）
から８日（火）

小原流生け花、水墨
画、書道、七宝焼、パッ
チワーク、着付けとマ
ナー

３月10日（木）
から13日（日）

着付けとマナー、籐あ
み、書道、裏千家茶道

※ 時間は、いずれも午前10時～午後６時（各
最終日は午後５時まで）。

※ ３月12日・13日午前11時～午後３時は、茶
道受講生のお点前で抹茶（無料）が楽しめま
す。

◆カルチャー講座受講生募集◆

講座名 曜　日 時　間 定員
（抽せん） 講　師

パッチワーク

月曜日

午前10時
～正午

５人 太田昌子氏
（パッチワークサークル「麦の穂」主宰）

はじめての韓国語
（月曜日） 15人 韓　姫氏

（韓国語講師）

かな書道
（月曜日）

午後１時半
～４時 若干名 藤井米子氏

（府中市書道連盟副会長）

水彩画

火曜日

午後１時半
～３時半 10人 高柳堅司氏

（日本スケッチ画会会員）

かな書道
（火曜日）

午後１時半
～４時 ８人 山室里扇氏

（府中市書道連盟副会長）

はじめての韓国語
（火曜日）

午後６時半
～８時半 15人 韓　姫氏

（韓国語講師）

籐あみ

水曜日

午前10時
～正午 ５人 青木恵子氏

（籐工芸家）

はじめての水彩画
（水曜日）

午後１時半
～３時半 若干名 高柳堅司氏

（日本スケッチ画会会員）

着付けとマナー
（水曜日）

午後６時半
～８時半 10人 松岡七七子氏

（全日本きものコンサルタント協会会員）

はじめての水彩画
（木曜日）

木曜日

午前10時
～正午

若干名 高柳堅司氏
（日本スケッチ画会会員）

書道
（木曜日） ６人 木村晃楓氏

（府中市書道連盟常任理事）

七宝焼 午後２時
～４時 10人 浅羽香代子氏

（日本七宝作家協会正会員）

表千家茶道
午後６時半
～８時半

20人 内藤宗京氏
（府中市茶道連盟副理事長）ほか

日常英会話 10人 半沢好利子氏
（元東京外語専門学校専任講師）

書道
（金曜日）

金曜日

午後１時半
～３時半 若干名 横山緑邦氏

（府中市書道連盟会長）

小原流生け花 午後６時半
～８時半 ７人 安丸豊弥氏

（小原流一級家元教授）

水墨画
土曜日 午前10時

～正午

５人 落合古今氏
（日本水墨画協会理事）

着付けとマナー
（土曜日） ８人 松岡七七子氏

（全日本きものコンサルタント協会会員）

　郷土の森博物館の梅が見頃を迎えています。また、今年は開花がゆっく
り進んでいるため、３月13日（日）まで郷土の森「梅まつり」の期間を延長
します。梅まつりでは、爽やかな梅の香りの中、野点茶会や万葉文学を
テーマにした園内散策、琴・尺八演奏会など、風情ある催しを楽しむこと
ができます。ぜひ、お越しください。
　問合せは、郷土の森博物館（３６８・７９２１）へ。

梅の豆知識梅の豆知識
　梅は中国原産の植物で、約
2500年前に日本に伝わったと
言われています。渡来して日本
の風土になじみ、現在では全国
に分布しています。
　本来１属１種の梅ですが、江
戸時代に花き園芸が盛んに行わ
れ、数々の品種が生まれました。
現在では、実の採取を目的とす
る「実梅」で約100種、花の観賞を
目的とする「花梅」で約300種を
数え、花梅は野梅系・緋梅系・豊
後系の３系統に分類されます。
　郷土の森博物館には、白梅・紅
梅、早咲き・遅咲きの梅のほか、

枝垂れ梅や臥
が

龍
りょう

梅
ば い

などの名木を
含む、約60種1100本の梅があり
ます。梅の違いを楽しみながら
散策してみてはいかがでしょう
か。

▲ 梅をめでながら一服してみませ
んか

郷土の森郷土の森「梅まつり梅まつり」

▲
 

ト
ロ
カ
デ
ロ
・
デ
・
モ
ン
テ
カ
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ロ
バ
レ
エ
団

３月13日（日）まで延長

郷土の森郷土の森「「梅まつり梅まつり」」



6予防と相談平成23年（2011年）２月21日

※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

○会場の記載のないものは、保健センターで行い
ます
○予防と相談は無料です
○各事業の申込みは、それぞれの申込み日の午前
８時半から受け付けます／申込み日の記載のない
ものは、当日直接会場へ
○このコーナーは、毎月21日号に掲載します

３月の予防と相談

申込み・問合せは、母子保健係（368・5333）へ

■はじめてのパパママ学級（４回コース）／Ｆ　申
込み…２月23日（水）から
　４月８日・15日・22日（金）午後１時半～４時・23
日（土）午前９時～11時半／対象は受講時妊娠16～
27週の初産の妊婦／定員30人／内容は妊娠中の健
康管理、出産の準備、妊婦体操、もく浴実習ほか／15
日・23日は配偶者の参加可（もく浴実習、妊婦体験
用モデルの試着ほか）
■はじめてのパパママ学級（半日コース）／Ｆ　申
込み…２月23日（水）から
　３月26日（土）午前９時～11時半／対象は受講時
妊娠24～36週の初産の妊婦と配偶者／定員36組／
内容は歯科保健講話、もく浴実習、妊婦体験用モデ
ルの試着ほか
■母子保健相談　申込み…２月25日（金）から
　①３月２日（水）午後１時半～４時・②７日・14日
（月）・16日・23日（水）午後１時半～２時／定員①８
人・②各日２人／内容は助産師による妊娠・出産・
母乳育児・乳房の相談
■子育て相談室
　受付は月曜から金曜日　午前９時～午後５時　
保健セン

ター分館／内容は保健師・看護師・栄養士・歯科
衛生士による電話・面接相談（面接相談は原則とし
て電話予約）
■地域子育てクラス「ぷにぃ」／Ｆ　申込み…２月
23日（水）から
　①３月17日・②24日（木）午前10時～11時　①本
宿四丁目公会堂（本宿町４の17）、②小野宮間島自
治会館（住吉町３の21）／対象は０歳児の第１子と
保護者／定員各日15組／内容は保健師による講

話、親子遊び、保護者交流
■離乳食教室ステップ１／Ｆ　申込み…２月25日
（金）から
　３月11日（金）午後１時半～３時／対象は平成22
年９～11月生まれで第１子の保護者／定員25人／
内容は離乳食の開始について、調理実演、試食、懇
談
■離乳食教室ステップ２／Ｆ　申込み…２月25日
（金）から
　３月９日（水）午後１時半～３時／対象は平成22
年７～９月生まれで第１子の保護者／定員25人／
内容は１回食から２回食への移行について、調理
実演、試食、懇談
■離乳食教室ステップ３／Ｆ　申込み…２月24日
（木）から
　３月４日（金）午後１時半～３時／対象は平成22
年４～７月生まれで第１子の保護者／定員25人／
内容は２回食から３回食への移行について、調理
実演、試食、懇談
■離乳食教室ステップ４／Ｆ　申込み…２月24日
（木）から
　３月１日（火）午後１時半～３時／対象は平成21
年９月～平成22年４月生まれで第１子の保護者／
定員25人／内容は離乳食から幼児食への移行につ
いて、調理実演、試食、懇談
■親と子の歯みがき教室　申込み…２月24日（木）
から
　３月１日（火）午前10時～11時／対象は歯が生え
ている乳児と保護者／定員25組／内容は歯科医
師、歯科衛生士による講話

■１歳児予防歯科指導教室　申込み…２月25日
（金）から
　３月11日・18日（金）午前10時半、午後１時半／対

象は平成22年２・３月生まれの幼児と保護者／内
容は歯科衛生士による歯磨き指導／申込み・問合
せは予防歯科指導担当（368・5322）へ

健康診査
問合せは、母子保健係（368・5333）へ

■３・４か月児健康診査と産婦健康診査
　３月10日・17日・24日（木）／受付は午後１時15分
～２時／対象は平成22年11月生まれの乳児と母親
■１歳６か月児健康診査
　３月７日・14日（月）・16日・23日（水）／受付は午
後１時15分～２時／対象は平成21年８月生まれの
幼児
■３歳児健康診査
　３月８日・15日・22日（火）／受付は午後１時15分
～２時／対象は平成20年２月生まれの幼児
■妊婦歯科健康診査
　３月１日、４月５日（火）午後１時半／対象は受
診時妊娠16～27週の妊婦／定員20人／内容は歯科
健康診査、歯磨き指導／母子健康手帳、受診票持参
／市内協力歯科医院でも受診可
■２歳・２歳６か月・４歳・５歳児幼児歯科健診　
　①３月３日（木）午前９時半～11時15分、午後１
時15分～３時・②９日（水）午後１時15分～３時・③
24日（木）午前９時半～11時15分、午後１時15分～
３時／対象は①平成21年２月生まれの幼児、②平
成18・19年２月生まれの幼児、③平成20年８月生ま
れの幼児／内容は歯科健康診査、歯磨き指導／問
合せは予防歯科指導担当（368・5322）へ

申込み・問合せは、成人保健係（368・6511）へ

■ヘルスチェック「あなたの内臓脂肪はどのくら
い？」　申込み…２月21日（月）から
　①３月４日（金）午前９時～11時・②５日（土）午
前８時50分～11時　保健セン

ター分館／対象は64歳以下
の市民／定員①10人・②８人／内容は体成分分析
器による内臓脂肪測定、生活習慣記録機の貸出し
／体に人工物が入っている方・妊婦は測定不可
■歯科なんでも相談　申込み…２月21日（月）から
　３月17日（木）午後１時15分～３時　保健セン

ター分館
／定員10人／内容は歯科医師による歯の健康相
談、歯科衛生士による口くうケア

　本町１丁目の武蔵国府跡御殿地地区（仮称）の発掘調査では、古代から近世
に至るまでの様々な遺物が出土しました。その中でも特に珍しいものを紹介
します。
　問合せは、文化振興課文化財係（３３５・４４７３）へ。

　武蔵国府跡御殿地地区（仮称）の発
掘調査では、１月21日号で紹介した
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の中には「墨

ぼ く

書
し ょ

土器」と呼ばれる、文
字が墨書きされた土器があります。
今回発見された中でとりわけ貴重な
のは「●館」と墨書きされた土器で、
現段階で●の部分に書かれた文字は
判別できていませんが、この遺跡が
館であったことを伝えるものです。
　また、特に珍しい出土遺物として、
金銅製の帯金具があります。奈良・平
安時代の役人が正装する際に腰に巻
く「銙

か

帯
た い

」と呼ばれる、帯に取りつけ
られた金具の一つであると考えら
れ、現代でいうベルトのバックルに
あたります。銙帯には石や銅などで
作られた飾りが縫い付けられ、身に
つける人の身分や権威を象徴するも
のであったといわれています。この

ふるさと府中歴史・文化遺産めぐり

ような金銅製の帯金具が発見された
のは市内で
は初めての
ことで、当
時、身分の
高い役人が
この場所で
生活してい
たことを裏
付ける、大
変貴重な遺
物です。

特集　ＮＰＯ・ボランティア団体

奥深い音楽の楽しみを
府中アカデミー合唱団

　府中アカデミー合唱団は、昭和59年
に開催された府中初のベートーベン
「第九」演奏会の参加者から、約40人の
有志が集まり、オーケストラ伴奏の合
唱曲を歌うことを目的に、昭和60年２
月に「メサイアを歌う会」として設立し
ました。同年12月に現在の名称に改称
し、様々な年齢や職業の会員が集まっ
て、毎週金曜日に練習を行っています。
　会の特徴は、ピアノ伴奏やアカペラ
だけではなく、オーケストラとの共演
で歌うことです。「このような合唱団が
府中に存在することに意義がある」と
いう考えを原動力に、プロのオーケス
トラとの共演による定期演奏会を毎年
開催したり、国内外の合唱団との交流
や合同コンサートを行っています。
　「今年は、２月27日に第25
回の節目となる演奏会を開
催し、第１回と同じヘンデル
作曲のオラトリオ『メサイ
ア』を歌います。同じ曲でも、
指揮者や合唱指導者、オーケ
ストラによって曲の解釈や
歌い方に多くの相違点がみ
られ、大変興味深く感じなが
ら楽しく歌っています」と団
員の遠藤信子さん。
　「大勢での合唱は、全員の

歌声を一つにし、ハーモニーを作る
ことだけでなく、気持ちを合わせて
お互いの心のきずなを確認するコ
ミュニケーションとも言えます。ま
た、歌うために必要な腹式呼吸は、心
肺機能の増進が図れます。このほか、
歌うことでストレス解消、メンタル
ケア、自律神経のバランス調整など
の効果も期待できます。
　心身の健康を保ちながら、仲間た
ちと音楽を楽しむことを第一に、今
後は、バッハの『ヨハネ受難曲』など
の大曲にも挑戦したいです」と団長
の都筑康夫さんは話します。
▽府中アカデミー合唱団（晴見町１
の20／３６２・４５０２）

武蔵国府跡御殿地地区（仮称）発掘調査の出土遺物

▲心をひとつに、音楽の楽しさを伝えます

▲大切な歯を守る歯磨きを毎日の習慣に

▲金銅製帯金具

▲ 「
●
館
」と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
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